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Ⅰ アンケート調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、村民の皆さまから環境問題や地球温暖化対策に関するご意見をお伺いし、計画づくりの参

考とさせていただくことを目的として実施しました。 

 

２ 調査概要 

◇調査対象者：村内在住の方（無作為抽出） 

◇調 査 期 間：令和６年８月１３日（火）～９月 10日（火） 

◇調 査 方 法：郵送配布・郵送回収による本人記入方式 

◇配 布 数：500件 

◇有効回収数：217件 

◇有効回収率：43.4％ 

 

３ 報告書の見方 

◇回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨

五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計

値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても反

映しています。 

◇複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効

回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合がありま

す。 

◇図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なも

のです。 

◇図表中の「ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。 

◇本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 
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0.0

0.0

1.8 

5.1 

11.1 

24.4 

39.2 

14.3 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

不明・無回答

全体（n=217）

9.7 

3.7 

3.2 

6.0 

12.0 

9.2 

0.0

4.1 

35.0 

10.1 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40%

農業

林業

製造業

建設業

商業・サービス業

公務員・団体職員

学生

主夫・主婦

無職

その他

不明・無回答

全体（n=217）

Ⅱ アンケート調査結果 

１ あなた自身について 

（１）年代【○は１つだけ】 

年代についてみると、「70歳代」が 39.2％と最も多く、次いで「60歳代」が 24.4％、「80歳代以

上」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）職業【○は１つだけ】 

職業についてみると、「無職」が 35.0％と最も多く、次いで「商業・サービス業」が 12.0％、「そ

の他」が 10.1％となっています。 
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27.6 46.1 12.9 5.5 3.2 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

○その他記述集計結果 

調査 

番号 
（問２） 職業 件数 

6、67、

135．

157 

パート 

4 

126 パート（食品販売） 1 

1、16、

136 

アルバイト 
3 

12、68 自営業 2 

9 障害者グループホームサビ管 1 

19 警備員 1 

29 鉄道業 1 

58 シルバーで時々仕事をする 1 

77 建築 1 

95 委託業務 1 

100 機械設計自営業 1 

109 介護士 1 

189 整備業 1 

210 介護職員 1 

 

 

 

 

（３）世帯の人数【○は１つだけ】 

世帯の人数についてみると、「２人」が 46.1％と最も多く、次いで「１人」が 27.6％、「３人」が

12.9％となっています。 
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93.5 1.8 0.0 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

一戸建て 集合住宅（アパートなど） その他 不明・無回答

89.9 4.6 0.9 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

持ち家 賃貸 その他 不明・無回答

38.7 33.2 16.1 7.4 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

神末 菅野 土屋原 桃俣 不明・無回答

（４）住居の形態【○は１つだけ】 

住居の形態についてみると、「一戸建て」が 93.5％と最も多く、次いで「集合住宅（アパートな

ど）」が 1.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）居住形態【○は１つだけ】 

居住形態についてみると、「持ち家」が 89.9％と最も多く、次いで「賃貸」が 4.6％、「その他」

が 0.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

○その他記述集計結果 

調査 

番号 
（５）居住形態 

51 少しだけ不便な生活を受け入れる。企業などが儲かるようにメディアや政府に刷りこめ

られていない？ 

68 借家 

126 名義は子ども 

 

 

（６）居住地（あなたのお住まいはどの大字ですか）【○は１つだけ】 

居住地についてみると、「神末」が 38.7％と最も多く、次いで「菅野」が 33.2％、「土屋原」が

16.1％、「桃俣」が 7.4％となっています。 
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30.0 

17.5 

21.7 

32.3 

33.6 

18.9 

31.3 

48.8 

55.8 

51.2 

53.0 

45.2 

52.5 

47.0 

10.6 

16.1 

13.4 

3.7 

10.6 

18.0 

11.5 

3.2 

3.2 

5.5 

1.4 

1.4 

2.3 

1.4 

7.4 

7.4 

8.3 

9.7 

9.2 

8.3 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．地球温暖化対策

イ．脱炭素社会（CO2排出実質ゼロ

社会）の形成

ウ．再生可能エネルギーの導入

エ．自然保護

オ．外来生物の駆除

カ．騒音・悪臭・振動など感覚公害

対策

キ．水質汚濁・土壌汚染など工業

公害対策

全体（n=217）

非常に関心がある 関心がある あまり関心が無い

関心が無い 不明・無回答

２ 環境問題・地球温暖化等について 

問１ あなたは、環境に関する以下の取り組みについて、どのくらい関心がありますか。 

【項目ごとに○は１つだけ】 

環境に関する取り組みについてみると、〔関心がある（「非常に関心がある」と「関心がある」の

合計）〕では、『ア．地球温暖化対策』『エ．自然保護』『オ．外来生物の駆除』『キ．水質汚濁・土壌

汚染など工業公害対策』が８割前後と多くなっています。 
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82.5 

28.1 

74.7 

47.0 

44.2 

60.8 

38.7 

27.6 

45.6 

3.7 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

猛暑、酷暑

海面上昇、高潮

洪水、豪雨

熱中症

水不足

食糧不足（農業・漁業への影響）

生態系の破壊や動植物の絶滅

積雪量の変化

感染病の拡大

不安を感じない

不明・無回答

全体（n=217）

問２ 地球温暖化とは、人間の活動によって大量の二酸化炭素などの温室効果ガスが大気中に放出

されることで、地球全体の気温が上昇し、自然界のバランスが崩れてしまうことです。地球

温暖化を原因とする異常気象の影響で、あなたが不安に感じることは何ですか。 

【あてはまる番号すべてに○】 

地球温暖化を原因とする異常気象の影響で、あなたが不安に感じることは何かについてみると、

「猛暑、酷暑」が 82.5％と最も多く、次いで「洪水、豪雨」が 74.7％、「食糧不足（農業・漁業へ

の影響）」が 60.8％となっています。 
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16.1 10.6 37.8 4.1 13.4 4.6 13.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

省エネルギーを徹底して、二酸化炭素の排出を抑える

太陽光発電などの再生可能エネルギーを積極的に導入する

省エネルギーによる二酸化炭素の削減と、再生可能エネルギーの導入を並行して行う

特に必要ない

わからない

その他

不明・無回答

問３ あなたは、二酸化炭素の排出量を削減するために、どのような対策が必要だと思いますか。

【○は１つだけ】 

二酸化炭素の排出量を削減するための対策についてみると、「省エネルギーによる二酸化炭素の

削減と、再生可能エネルギーの導入を並行して行う」が 37.8％と最も多く、次いで「省エネルギー

を徹底して、二酸化炭素の排出を抑える」が 16.1％、「わからない」が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他記述集計結果 

調査 

番号 

問３ あなたは、二酸化炭素の排出量を削減するために、どのような対策が必要だと思

いますか。 

60 トイレの電気に使用している 

146 太陽光発電はダメ（パネル製造・廃棄のエネルギーが考慮されていない） 

159 原発の推進 

188 研究開発（高齢化社会の適合と省エネルギー化の構造改革。産業構造改革などの改革

合法の整備、先進国・後進国の思惑の調和（調整） 

191 小水力発電を進める 

196 中国もアメリカも協力していく必要 

203 太陽光発電は景観や環境を害するのでそれ以外の再生可能エネルギーを導入してほし

い 

205 地球規模の対策（日本は、国内はもとより外国の諸事情を鑑見て未来の地球の為にリ

ーダーシップを真剣に取り組み発言し、対策を実践していかなければならない立場にあ

ると思う 

213 自動車使用を減らす 
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72.8 

4.6 

13.8 

7.8 

0.5 

10.1 

33.2 

18.4 

29.0 

1.4 

21.2 

32.7 

30.4 

18.9 

20.3 

16.6 

19.8 

12.9 

21.7 

20.3 

3.2 

51.6 

46.1 

61.3 

67.7 

64.5 

39.2 

58.5 

40.1 

68.2 

2.8 

11.1 

9.7 

12.0 

11.5 

8.8 

7.8 

10.1 

9.2 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①家庭の電灯はLEDライトを導入し

ている

②家庭用燃料電池（エネファーム）

を導入している

③省エネ住宅（外壁や窓の断熱・遮

熱性能が高い住宅）への改築を行っ

ている

④省エネ住宅（外壁や窓の断熱・遮

熱性能が高い住宅）を新築した

⑤HEMS（家庭内エネルギー管理シ

ステム）を導入している

⑥太陽熱温水器を導入している

⑦高効率給湯器（エコキュートやエ

コジョーズなど）を導入している

⑧薪ボイラーや薪・ペレットストーブ

を導入している

⑨ハイブリッド自動車を導入して

いる

⑩電気自動車を導入している

全体（n=217）

導入している 未導入だが今後導入したい

導入する気はない 不明・無回答

３ 省エネルギー（省エネ）行動について 

問４ 省エネ設備の導入や省エネ行動の状況についてお伺いします。 

Ⅰ 省エネ設備導入【項目ごとに○は１つだけ】 

省エネ設備導入についてみると、「導入している」では、『①家庭の電灯は LEDライトを導入して

いる』が７割以上と最も多く、次いで『⑦高効率給湯器（エコキュートやエコジョーズなど）を導

入している』『⑨ハイブリッド自動車を導入している』が３割前後と多くなっています。また、「未

導入だが今後導入したい」では、『②家庭用燃料電池（エネファーム）を導入している』『③省エネ

住宅（外壁や窓の断熱・遮熱性能が高い住宅）への改築を行っている』が約３割と他の項目より多

くなっています。 
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13.4 

13.4 

6.9 

26.7 

61.8 

50.2 

52.1 

55.8 

41.9 

29.5 

21.7 

16.1 

24.4 

30.9 

19.4 

23.0 

27.6 

14.3 

23.0 

20.3 

10.1 

11.5 

25.8 

10.1 

8.3 

7.4 

11.5 

6.0 

11.1 

22.6 

16.6 

17.5 

2.8 

12.4 

3.7 

6.5 

3.2 

5.1 

8.8 

18.4 

32.3 

34.1 

31.8 

14.7 

4.1 

2.8 

1.4 

12.9 

10.6 

2.8 

6.0 

7.4 

8.3 

5.1 

2.8 

10.1 

4.1 

6.0 

4.6 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①夏場のエアコンは冷房設定温度

を28℃以上に設定

②冬場のエアコンは暖房設定温度

を20℃以下に設定

③エアコンのフィルターは月に1～2

回清掃している

④石油ファンヒーターは温度を20℃

以下に設定

⑤シャワーを使うときは不必要に流

したままにしない

⑥家族が続けて入浴するようにして

いる

⑦食器を手洗いするときはお湯を流

したままにしない

⑧温水洗浄便座の温水の設定温度

を低めにしている

⑨冬以外は暖房便座機能を使用し

ない

⑩テレビを使用しないときは主電源

をオフにしている

全体（n=217）

常に実施している 時々実施している

未実施だが今後実施したい 実施する気はない

該当する機器がない 不明・無回答

Ⅱ 省エネ行動【項目ごとに○は１つだけ】 

省エネ行動についてみると、〔実施している（「常に実施している」と「時々実施している」の合

計）〕では、『⑤シャワーを使うときは不必要に流したままにしない』『⑦食器を手洗いするときは

お湯を流したままにしない』『⑯自動車をゆっくり加速させるなど、燃費の良い運転を心がけてい

る』『⑲マイバックを持ち歩き、レジ袋は購入しない』が８割以上と多くなっています。また、「未

導入だが今後導入したい」では、『③エアコンのフィルターは月に 1～2 回清掃している』『⑩テレ

ビを使用しないときは主電源をオフにしている』『⑫冷蔵庫の温度設定を夏は”中"以下、他の季節

は”弱"にしている』『⑱商品を購入するときは過剰に包装されていないものを選ぶ』が２割以上と

他の項目より多くなっています。 
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30.9 

40.1 

41.9 

21.7 

48.4 

55.8 

40.1 

26.7 

64.5 

12.4 

18.0 

32.7 

42.9 

16.1 

27.6 

21.2 

32.3 

21.7 

6.5 

23.5 

18.0 

13.8 

6.0 

5.5 

9.7 

22.6 

6.5 

4.1 

9.7 

3.7 

12.9 

1.8 

3.2 

12.0 

7.4 

3.2 

39.2 

1.8 

0.9 

2.3 

21.2 

2.3 

8.8 

3.7 

0.9 

6.9 

6.9 

2.8 

6.5 

6.5 

5.5 

8.3 

7.4 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑪衣類乾燥機は自然乾燥と併用

し、回数を減らす

⑫冷蔵庫の温度設定を夏は”中"以

下、他の季節は”弱"にしている

⑬冷蔵庫に物をつめこみ過ぎない

ようにしている

⑭調理を行うときは電子レンジで下

ごしらえを行うようにしている

⑮ガスコンロを使うときは炎が鍋底

からはみ出さないように調節して

いる

⑯自動車をゆっくり加速させるな

ど、燃費の良い運転を心がけている

⑰アイドリングストップ（車を一時停

止させた際はエンジンを停止するこ

と）をしている

⑱商品を購入するときは過剰に包

装されていないものを選ぶ

⑲マイバックを持ち歩き、レジ袋は

購入しない

全体（n=217）

常に実施している 時々実施している

未実施だが今後実施したい 実施する気はない

該当する機器がない 不明・無回答
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11.1 22.2 33.3 22.2 11.1 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=9）

すべて自家消費している

すべて売電している

基本的には自家消費しているが余剰電力は売電している

わからない

その他

不明・無回答

4.1 

8.8 

74.2 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅に太陽光発電をつけて利用して

いる

電力会社と再エネ由来の電力メニュー

で契約している

特に再エネ由来の電力というメニュー

を選んではいない

不明・無回答

全体（n=217）

４ 再生可能エネルギー（再エネ）の導入などについて 

問５ あなたの家庭では、再エネ由来の電力を利用していますか。【あてはまる番号すべてに○】 

再エネ由来の電力利用の有無についてみると、「特に再エネ由来の電力というメニューを選んで

はいない」が 74.2％と最も多く、次いで「電力会社と再エネ由来の電力メニューで契約している」

が 8.8％、「自宅に太陽光発電をつけて利用している」が 4.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 問５で「１．自宅に太陽光発電をつけて利用している」と回答した方に伺います。 

発電した電力はどのように活用していますか。【○は１つだけ】 

発電した電力の活用についてみると、「基本的には自家消費しているが余剰電力は売電している」

が 33.3％と最も多く、次いで「すべて売電している」「わからない」が同率で 22.2％、「すべて自家

消費している」「その他」が同率で 11.1％となっています。 
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7.8 59.0 20.7 12.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

電気料金が多少高くなっても再エネ由来の電力を利用したい

電気料金が変わらないなら再エネ由来の電力を利用したい

再エネ由来の電力の利用は考えていない

不明・無回答

19.8 28.1 2.3 40.1 9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

導入を検討したい・内容を詳しく知りたい

興味がない

借家・集合住宅等で設置することはできない

わからない

不明・無回答

問７ 再エネ由来の電力の利用について、あなたの考えに近いものを選んでください。 

【○は１つだけ】 

再エネ由来の電力の利用についてみると、「電気料金が変わらないなら再エネ由来の電力を利用

したい」が 59.0％と最も多く、次いで「再エネ由来の電力の利用は考えていない」が 20.7％、「電

気料金が多少高くなっても再エネ由来の電力を利用したい」が 7.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 太陽光発電の設置に関しては初期費用が課題となるケースもありますが、近年、太陽光発電

などを初期費用無しで設置できるメニュー（ＰＰＡモデル）があります。ＰＰＡモデルによ

る太陽光発電の導入希望はありますか。【○は１つだけ】 

ＰＰＡモデルによる太陽光発電の導入希望についてみると、「わからない」が 40.1％と最も多く、

次いで「興味がない」が 28.1％、「導入を検討したい・内容を詳しく知りたい」が 19.8％となって

います。 
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93.1 2.8 4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=217）

保有している 保有していない 不明・無回答

41.6 

38.6 

11.9 

5.4 

1.5 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１台

２台

３台

４台

５台以上

不明・無回答

全体（n=202）

15.3 

3.0 

1.0 

0.5 

0.0

80.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１台

２台

３台

４台

５台以上

不明・無回答

全体（n=202）

５ 自動車の状況について 

問９ あなたの家庭では自動車を保有していますか。【○は１つだけ】 

自動車を保有状況についてみると、「保有している」が 93.1％と、「保有していない」の 2.8％を

上回っています。 

 

 

 

 

 

 

問９で「保有している」と回答した方に伺います。 

保有台数【数量回答】 

現在の保有台数についてみると、（自家用車）は、「１台」が 41.6％と最も多く、次いで「２台」

が 38.6％、「３台」が 11.9％となっており、（社用車）は、「１台」が 15.3％と最も多く、次いで「２

台」が 3.0％、「３台」が 1.0％となっています。 

 

■現在の保有台数（自家用車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■現在の保有台数（社用車） 
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75.5 24.2 0.3 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=343）

自動車(ガソリン・ディーゼル) ハイブリット自動車 電気自動車 0

32.7 54.1 13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=281）

現在の保有車を維持予定 買い替え・乗り換え予定（購入） 廃棄、売却する予定

33.3 33.3 33.3 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=12）

自動車(ガソリン・ディーゼル) ハイブリット自動車 電気自動車 その他

46.1 40.1 5.9 7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=152）

自動車(ガソリン・ディーゼル) ハイブリット自動車 電気自動車 その他

問 10 あなた、またはあなたの家族では自宅でどのような車を所有していますか。自家用車につい

てのみ、お答えください。【項目ごとに○は１つだけ】 

現在の保有車種についてみると、「自動車(ガソリン・ディーゼル)」が 75.5％と最も多く、次い

で「ハイブリット自動車」が 24.2％、「電気自動車」が 0.3％となっています。 

2030年（6年後）時点の保有予定についてみると、「買い替え・乗り換え予定（購入）」が 54.1％

と最も多く、次いで「現在の保有車を維持予定」が 32.7％、「廃棄、売却する予定」が 13.2％とな

っています。 

2030年（6年後）時点の買い替え・乗り換え予定（購入）車種についてみると、「自動車(ガソリ

ン・ディーゼル)」が 46.1％と最も多く、次いで「ハイブリット自動車」が 40.1％、「その他」が

7.9％、「電気自動車」が 5.9％となっています。 

2030年（6年後）時点の新規購入予定（購入）車種についてみると、「自動車(ガソリン・ディー

ゼル)」「ハイブリット自動車「電気自動車」」が同率で 33.3％と多くなっています。 

 

■現在の保有車種 

 

 

 

 

 

 

■2030年（6年後）時点の保有予定 

 

 

 

 

 

 

■2030年（6年後）時点の買い替え・乗り換え予定（購入）車種 

 

 

 

 

 

 

■2030年（6年後）時点の新規購入予定（購入）車種 

 

 

 

 

 

  

※上記４つのグラフは、問 10で台数別に回答された車種を母数として算出しています 
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36.4 

29.0 

8.3 

4.1 

1.4 

20.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１台予定

２台予定

３台予定

４台予定

５台以上予定

不明・無回答

全体（n=217）

10.6 

0.5 

0.9 

0.0

0.0

88.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１台

２台

３台

４台

５台以上予定

不明・無回答

全体（n=217）

○その他記述集計結果 

調査 

番号 
問 10 上記以上の台数の方は保有車種・保有予定を記入してください。 

206 １台数か月、意味がよくわかりません。 

 

 

問 10 2030年（6年後）時点の保有予定台数【数量回答】 

2030年（6年後）時点の保有予定台数についてみると、（自家用車）は、「１台予定」が 36.4％と

最も多く、次いで「２台予定」が 29.0％、「３台」が 8.3％となっており、（社用車）は、「１台」が

10.6％と最も多く、次いで「３台」が 0.9％、「２台」が 0.5％となっています。 

 

■2030年（6年後）時点の保有予定台数（自家用車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2030年（6年後）時点の保有予定台数（社用車） 
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40.6 

33.6 

42.9 

52.1 

20.7 

2.3 

18.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省エネ行動や再エネの有効利用を御杖村自ら積極的

に実践してほしい

公共施設に省エネ機器や太陽光発電などの再エネ設

備を積極的に導入してほしい

村民の省エネ設備、再エネ設備導入に対する支援制度

を創設してほしい

村民が省エネや再エネ設備の導入を進めるための支

援・補助金制度などの情報を提供してほしい

地球温暖化対策や脱炭素社会の実現をテーマとした環

境学習の実施など、普及・啓発に力を入れてほしい

その他

不明・無回答

全体（n=217）

６ 脱炭素社会の実現について 

問 11 御杖村において地球温暖化対策を実施し、脱炭素社会を実現させるうえで、あなたは御杖村

に対してどのような要望をしたいですか。【あてはまる番号すべてに○】 

脱炭素社会を実現させるうえで、御杖村への要望についてみると、「村民が省エネや再エネ設備

の導入を進めるための支援・補助金制度などの情報を提供してほしい」が 52.1％と最も多く、次い

で「村民の省エネ設備、再エネ設備導入に対する支援制度を創設してほしい」が 42.9％、「省エネ

行動や再エネの有効利用を御杖村自ら積極的に実践してほしい」が 40.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他記述集計結果 

調査 

番号 

問 11 御杖村において地球温暖化対策を実施し、脱炭素社会を実現させるうえで、あ

なたは御杖村に対してどのような要望をしたいですか。 

39 役場がまず節電 

51 政府の方針に従う事も一つの考え方だが、目先に捉われず、本当に必要なものを選択

してほしい 

146 太陽光パネル設置を規制してほしい 

188 先ず、村が導入し運用結果（データ）を公表してほしい。効果の程度を知りたい 

194 下水道整備の充実。河川の汚染防止 

197 地球温暖化は世界各地の森林破壊によるものの方が大きい 
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○自由記述集計結果 

調査 

番号 

御杖村で地球温暖化対策を推進するにあたり、ご意見やご提案などがありましたら、自

由に記入してください。 

186 御杖村のマイクロバスを電気自動車にしよう 

187 太陽光発電等の設備は最終処分の事も含めて考えるべき 

188 ・役場庁舎内の移住環境の省エネ化 

・行政事務に係る仕事上の省エネ化 

・業務の効率化（データ化を含む）⇔省エネ化 

・残業の削減等、パソコンは一人に一台必要あるの？などの事務効率アップの為の手段

の整理整頓 

総じて働き方改革の研究開発→実行 

189 特にありませんが、行政自らが住民に脱炭素社会を見直しながら、今後どのような対策

を練り進めてほしい。中途半端でないように 

190 御杖村は農林業が主産業であるので、J クレジット制度「水稲栽培における見直し期間

の延長」「バイオ炭の農地土壌への活用」等農林業での脱炭素を考えてほしい 

191 太陽光発電は危険なのでやめてほしい。小水力発電をお願いします 

192 御杖村の資源を有効に活用して省エネ対策を行ってほしい。村民が納得するような対

策をしてほしい 

193 水田を多くする。（休田をなくす）木を伐採したら植林する 

194 家庭ごみの焼却は天然な物に限り、科学的な物を燃やさないように徹底しよう。意識づ

けと協調。河川のきれいさ、安全、河川の飲用できるように皆で協力。不可能ではない 

195 太陽光発電は温暖化対策に有効だと思います。今後、御杖村も増えていく可能性はあ

ると思いますが、パネルを設置する場所については民家の周囲〇〇ｍ以内には設置で

きないという様なルールを作って頂きたいと思います。空き家が増えている現在、その

場所を利用したいとの地主の方もおられるかと思いますが、現在住んでいる者のこと

も考えてほしいです。回りがパネルだらけでは、困るからです。よろしく熟慮ください 

196 省エネ設備などの導入をしたいと思うが、年金生活なので新しい投資は無理です 

197 CO2削減は自然環境を守る事が一番大事である。省エネや再生可能エネルギー等に費

用を費やすよりももっと考えなければいけない事があると思うが 

198 間伐材や倒木が有効活用できる為に、山林土地の所有者(供給側）とそれらの木材を必

要とする人（需要側）をマッチングする仕組みを作ってほしい。ドナーバンクのようなイ

メージ 

199 広報などで積極的に対策について知らせてほしい 

200 省エネ・再エネ設備導入経費について情報提供をお願いする 

201 全国的に太陽光発電を設置してからのトラブル等が報告されていると思います。中国

製の太陽光パネルを設置する事に対しては反対です。山林などを切り、太陽光パネルを

設置しているところは県内でも多くありますが、万が一の自然災害になった時の事を考

えると不安になります。五條市でのメガソーラー設置に対しての反対運動にもあるよう

に太陽光に対しては、年々イメージが悪くなっているので今後は必要ないと思います。
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現状としては、太陽光・エネファームなどは、まだまだ先の設備と考えますので断熱社

団。高効率給湯器の普及が現実的だと考えられます 

202 自宅の屋根などに太陽光パネルをつけたりするには良いと思うが、メガソーラー等の

為に山を切り拓いたりせずにしてほしい。山を豊かにする事に力を入れてほしい 

203 太陽光発電はデメリットが大きく推進するべきではないと思います。第一に景観を損ね

ます。御杖村は美しい里山の風景が素晴らしいのに太陽光パネルが乱立すると台無し

になります。また住宅に近い場所に設置されると反射光のトラブルや土砂災害を引き

起こす可能性があります。パネルは有害物や重金属が使われることが多く、土壌や水質

を汚染すると考えられています。よって村の地球温暖化対策を実施する際に太陽光パ

ネルを推進しないでいただきたいです。さらにはパネル設置の乱立を避ける為に太陽

光発電に関する条例を作り、住宅の近くや観光地の設置、土砂災害の危険度の高い地

域での設置に制限をかけていただきたいと思います 

204 ・薪ストーブを使っている家庭に伐採した木を配布してほしい。（ひなちダムがしている

ような感じで。無料で） 

・旧小学校内の結露も薪ストーブを導入して熱で回転するファンを回せばいい。企業と

連携してログハウスや薪ストーブを売ったらいいのでは 

・刈った草や牛フンはメタン発酵させてメタンガスはプロパンガスのように利用して液

肥は農家に配って、有機野菜など作ったらどうか 

・可能なら名張などの生ごみも回収してほしい 

・大学と連携するなら観光エネルギーを中心にしてほしい。（もっと御杖の環境を生かす

エネルギーを導入してほしい） 

205 地球温暖化、CO2 の削減は待ったなしの状況。先進国の仲間入りをしている日本が自

らの国を整備し、外国に対しても培ってきた技術や力量で諸外国のリーダーとなるべき

であると考える。食べていくために続けている焼畑農業や大規模な山林火災、人口密

度の高さからか大気汚染などの問題はテレビニュースにも上がってこない。裏金問題や

派閥のどうこう言っている場合ではない。温暖化対策会議での日本の発言は自国の企

業の PR ばっかりだとか。嘆かわしい・情けない話を聞くたびに「日本丸の船長」はもっ

と大きな視野で物を見る人を考えなければならないと改めて思う 

206 ・農地（特に放置の畑の太陽光発電） 

・農地（１町以下の田の太陽光発電） 

・農地（所有者不明や死去等、何らかの問題で進歩性のない土地は国土交通省から積極

的にソーラー化していってほしい）県市長村長のリーダーシップで要請をお願いします 

207 大型の太陽光発電施設は砂漠地帯で有効なものであり山間部には環境的にそぐわな

い。地域の実情にあった再生可能エネルギーの導入、またそれより商業的に成功してい

る自治体への積極的な視察をしていただくことを希望します 

208 生活様式に合わせたアンケート内容にしてほしい。（例：エアコンは１年中使用していな

い。夏に１週間以内） 

209 今まで何度となくアンケートを出しましたが、その結果について１度も公表されており

ません。こんなアンケートにどんな意味があるのですか？ 

210 個人的にはエネファームに興味があります。省エネも大切ですが、災害に強い村づくり
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も取り組んでもらいたいとも感じます 

211 省エネ住宅への改築補助 

212 涼しいのが御杖村のいいところでしたが、近年は町と変わらない暑さで体力のない高

齢の身にとしては大変つらいです。食生活もしっかりして暑さに負けず頑張らなくては

と思います 

213 個々人での買い物などの自動車使用をなくし乗り合いなどでの使用の場合はポイント

付与など、村内で使用できる得点をつけ、利用者を増やす取り組みをする。通勤は無理

だと思う。通学は本数を増やせば可能だと思う 

214 脱炭素社会の実現も良いことですが、すべて自然エネルギー（再生可能エネルギー）は

大変いいことですが、地球が 

215 最近自然災害が多くなってきているが山林の間伐は良いが、間伐は大雨の時大きい災

害が起きるのではないかと心配する 

216 費用対効果の検討 
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御杖村脱炭素社会の実現に向けた 

アンケート調査結果報告書 

 

御杖村役場 政策推進課 
令和６年 10月 


